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【研究概要】 

がん、脳・心臓疾患等の診断に有用な核医学検査に用いられる放射性

同位元素は、99mTcが60%以上を占めており、その製造に用いられる親核種の99Moは、全て海

外からの輸入に依存しています。この99Mo輸入においては、欧米の製造用原子炉の老朽化

に伴う運転停止やアイスランドの火山噴火による航空輸送の中断などにより、99Moの安定

供給の確保が大きな社会問題となっています。このため、材料試験炉JMTRを用いた放射化

法による99Mo製造方法を提案し、実用化のための研究開発を進めてきました。 

 本研究では、99Mo/99mTc国産化のための基礎･基盤研究として、ウランを用いない放射化

法による99Mo/99mTc製造方法について、高密度MoO3ペレットの製造技術、溶媒抽出法による
99Mo/99mTc分離・抽出・濃縮技術及び (n,γ)法で製造した99mTc溶液の品質検査の確立を達

成し、高純度・高放射能を有する99mTc溶液の原料製造に見通しを得ました。また、関連す

る企業が参加することにより、国内製造に必要な供給及び品質管理の体制を構築すること

ができました。 

今後は、JMTRの再稼働後に実施する実証試験により、日本における99Mo需要に対して約

20%を供給できる高度化技術開発を推進していきます。 

 
【その後の取り組み】 

99Mo/99mTc国産化技術開発は、茨城県が推進している「つくば国際戦略総合特区（以下、

つくば特区）」において、平成25年10月11日に「核医学検査薬の国産化」が新規プロジェ

クトとして採択されました。本研究開発で得られた実績・成果は、つくば特区事業を通じ

て、実証試験(高度化研究)へと展開され、引続き国産99Mo製造の技術的成立性の実証を推

進していくことになります。 

これらの活動の中で、国民の「健康の安全保障」及び核不拡散、テロの脅威低減による

「国家の安全保障」に貢献したいと考えており、さらに、特区プロジェクトを通じて、試

験研究炉の重要性を理解してもらい、ＲＩ製造の高度化への波及効果へと進めていきたい

と考えています。 
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図２ 99Mo/99mTc分離・抽出・濃縮装置 2） 

溶媒抽出により、高純度・高濃度の 99mTc

溶液の製造に見通しを得ました。 

図１MoO3ペレットの製造特性１） 

昇華しやすいMoO3を高密度で焼結可能

な製造法を確立しました。 

 
図３ 99Mo/99mTc国産化のためのスキーム 3） 

必要な供給及び品質管理の体制を構築することで次のステップに進めます。 

 

 

表１ 99mTc溶液原料の品質基準値 3） 

本成果により、初めて品質基準値を設定しまし
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